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一

　
日
本
に
於
け
る
石
器
時
代
の
遺
物
に
關
す
る
、
最
も
古
い
文
獻
上
の
所
見
が

『
續
日
本
後
記
』
に
出
て
ゐ
る
仁
明
天
皇
の
承
和
六
年
、
出
羽
國
田
川
郡
海
岸

に
現
は
れ
た
石
鏃
の
記
事
、
次
い
で
は
『
三
代
實
録
』
や
『
文
徳
實
録
』
に
あ

る
石
鏃
で
あ
る
樣
に
、
私
自
身
の
石
器
に
關
す
る
一
番
昔
し
の
思
出
も
や
は
り

石
鏃
で
あ
る
。
思
へ
ば
今
か
ら
已
に
五
十
年
に
も
近
い
前
の
事
で
あ
る
が
、
丁

度
私
が
七
つ
八
つ
の
頃
、
山
形
市
の
附
屬
小
學
校
の
二
三
年
生
で
あ
つ
た
が
、

そ
の
時
分
子
供
等
の
間
に
、
鑛
物
の
標
本
を
集
め
る
こ
と
が
流
行
つ
て
居
て
、

私
も
其
の
熱
心
な
コ
レ
ク
タ
ー
の
一
人
と
し
て
其
の
標
本
箱
の
中
に
は
、
水
晶
、

方
解
石
、
菊
面
石
、
黄
鐵
鑛
な
ど
ゝ
同
列
に
、
「
矢
の
根
石
」
と
い
ふ
の
が
あ

つ
た
。
そ
れ
は
勿
論
人
工
の
石
器
と
い
ふ
意
味
で
は
な
く
、
自
然
物
の
一
と
し

て
取
扱
は
れ
て
居
た
の
で
あ
つ
て
、
今
思
出
し
て
も
有
脚
の
も
の
か
、
無
脚
の

も
の
か
も
ハ
ツ
キ
リ
し
な
い
。
こ
れ
は
山
形
に
近
い
千
歳
山
の
邊
か
ら
出
る
と

云
ふ
の
で
、
友
達
と
一
緒
に
、
一
度
拾
ひ
に
行
く
つ
も
り
を
し
て
居
た
が
、
そ

れ
は
遂
に
實
現
す
る
機
會
も
な
か
つ
た
の
は
、
今
日
で
も
殘
念
な
氣
が
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二

　
そ
の
後
私
は
小
學
校
を
屡
變
へ
て
、
山
形
縣
の
米
澤
か
ら
、
香
川
縣
の
丸
龜
、

徳
島
か
ら
大
阪
へ
と
轉
々
し
て
、
石
器
時
代
の
遺
跡
が
澤
山
あ
る
東
北
地
方
か

ら
離
れ
て
し
ま
つ
た
の
で
、
前
に
集
め
た
礦
物
標
本
中
の
矢
の
根
石
は
、
い
つ

し
か
無
く
し
て
し
ま
ひ
、
石
鏃
の
事
も
忘
れ
て
し
ま
つ
た
。
處
が
明
治
三
十
年

前
後
の
こ
と
で
あ
る
が
、
其
の
頃
私
達
唯
一
の
愛
讀
雜
誌
『
少
國
民
』
の
讀
者

通
信
欄
に
、
神
奈
川
縣
の
千
葉
幸
喜
次
と
か
云
ふ
人
が
、
自
分
は
そ
の
地
方
で

採
集
し
た
石
鏃
を
澤
山
持
つ
て
ゐ
る
か
ら
、
郵
劵
を
封
入
し
て
申
込
め
ば
送
つ

て
や
る
と
い
ふ
文
が
載
つ
て
ゐ
た
の
で
、
矢
の
根
石
の
矢
も
楯
も
た
ま
ら
ず
、

早
速
申
込
み
を
し
て
一
日
千
秋
の
思
で
待
つ
て
居
つ
た
處
、
大
小
三
箇
の
石
鏃

が
屆
い
た
。
そ
の
時
の
嬉
し
さ
。
千
葉
君
の
好
意
を
胸
に
銘
し
て
、
い
つ
も
鼻

の
油
で
磨
き
な
が
ら
愛
玩
し
て
居
つ
た
。
そ
の
石
鏃
は
た
し
か
一
つ
は
長
い
柳

葉
形
の
鼠
色
の
フ
リ
ン
ト
、
他
は
赤
い
色
、
白
い
色
の
石
英
の
無
脚
形
で
、
い

ま
な
ほ
私
の
匣
底
に
、
こ
れ
の
み
は
大
學
へ
も
寄
贈
せ
ず
に
、
少
年
時
代
の
記

念
と
し
て
殘
つ
て
ゐ
る
筈
で
あ
る
が
、
今
一
寸
探
し
て
見
て
も
分
か
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三

　
石
器
時
代
の
遺
跡
を
自
ら
踏
査
し
て
石
鏃
を
拾
つ
た
の
は
、
河
内
の
國
府
で

あ
つ
て
、
そ
れ
は
今
か
ら
二
十
五
年
程
前
、
京
都
の
三
高
の
生
徒
時
代
で
あ
つ

た
。
山
崎
直
方
先
輩
の
書
か
れ
た
古
い
『
人
類
學
雜
誌
』
を
わ
ざ
わ
ざ
東
京
赤

門
前
の
、
そ
の
頃
あ
つ
た
哲
學
書
院
と
い
ふ
書
店
か
ら
送
つ
て
貰
つ
て
、
そ
れ

を
手
引
き
に
國
府
へ
行
き
、
石
鏃
を
は
じ
め
石
器
を
か
な
り
澤
山
拾
つ
た
の
は

嬉
し
い
こ
と
の
限
り
で
あ
つ
た
。
そ
れ
は
今
日
京
都
の
大
學
に
收
つ
て
ゐ
る
。

又
そ
の
頃
同
窓
の
廣
田
道
太
郎
君
が
貴
船
神
社
で
、
奧
の
院
の
御
船
石
の
附
近

か
ら
出
る
舟
形
石
と
云
ふ
御
守
を
出
す
の
を
貰
つ
て
來
た
。
そ
れ
を
見
る
と
、

全
く
柳
葉
形
の
石
鏃
な
の
で
、
其
後
自
分
で
貴
船
へ
行
き
探
し
て
も
見
當
ら
ず
、

神
社
で
も
そ
ん
な
事
は
知
ら
ぬ
と
云
ふ
の
は
、
今
に
至
る
ま
で
狐
に
つ
ま
ゝ
れ

た
樣
な
話
で
あ
る
。
東
京
の
大
學
へ
行
つ
て
か
ら
は
、
明
治
三
十
五
年
の
十
月
、

水
谷
幼
花
氏
と
一
緒
に
、
品
川
權
現
臺
の
貝
塚
へ
行
つ
て
、
小
さ
い
石
英
の
を

一
本
拾
つ
た
の
が
最
初
、
次
は
翌
三
十
六
年
親
友
の
故
押
田
習
君
と
一
緒
に
伊
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豆
の
大
島
へ
渡
り
、
そ
の
頃
は
身
投
げ
の
流
行
も
な
か
つ
た
の
で
、
無
事
に
三

原
山
の
見
物
を
濟
ま
し
て
野
増
村
に
降
り
、
鳥
居
先
生
の
論
文
で
知
つ
て
居
つ

た
龍
ノ
口
の
海
岸
に
あ
る
、
溶
岩
流
下
の
遺
物
を
見
に
行
く
こ
と
に
し
た
。
と

あ
る
茶
店
で
道
を
尋
ね
る
と
、
出
て
來
た
お
婆
さ
ん
が
、
今
教
へ
て
あ
げ
る
が
、

盥
に
水
を
取
つ
て
あ
げ
る
か
ら
、
行
水
を
あ
び
て
行
け
と
の
親
切
　
　
そ
れ
故

こ
れ
は
夏
休
み
の
こ
と
ゝ
思
ふ
　
　
さ
て
お
婆
さ
ん
の
子
供
か
孫
か
の
人
に
案

内
せ
ら
れ
て
、
崖
の
下
の
溶
岩
の
下
を
棒
切
れ
で
一
寸
ホ
ジ
ク
る
と
、
思
ひ
が

け
な
く
赤
く
な
つ
た
土
器
片
と
共
に
、
黒
曜
石
雁
股
の
大
き
な
石
鏃
が
一
つ
轉

げ
出
た
。
そ
の
時
の
嬉
し
さ
は
今
も
忘
れ
る
こ
と
は
出
來
な
い
。
こ
れ
も
今
大

學
に
あ
る
。
此
の
大
島
の
と
權
現
臺
の
と
が
、
石
器
時
代
地
名
表
の
第
三
版
の

裏
に
、
其
頃
寫
生
し
た
圖
が
の
つ
て
居
た
か
ら
此
處
に
掲
げ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四

　
石
器
の
い
ろ
〳
〵
と
あ
る
中
に
も
、
石
鏃
ほ
ど
可
愛
ら
し
く
キ
レ
い
な
も
の

は
な
い
。
私
は
今
で
も
時
々
石
器
採
集
に
出
か
け
、
ゾ
ク
〳
〵
と
出
て
來
る
石

鏃
を
拾
ふ
夢
を
見
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
は
夢
の
う
ち
で
も
一
番
嬉
し
い
夢
で

あ
る
。
七
八
年
前
佐
賀
縣
の
あ
る
遺
跡
へ
行
つ
て
畠
の
中
を
探
し
た
ら
、
二
三

十
分
間
の
う
ち
に
黒
曜
石
の
石
鏃
三
四
本
を
拾
つ
た
の
も
嬉
し
か
つ
た
記
憶
の

一
つ
で
あ
る
が
、
そ
れ
よ
り
も
不
思
議
な
こ
と
は
、
三
四
年
前
數
人
の
學
生
を

引
率
し
て
大
和
の
飛
鳥
地
方
へ
古
墳
見
學
に
出
か
け
た
。
今
木
の
雙
墓
を
見
て

か
ら
、
左
手
に
高
い
道
ば
た
の
畠
を
指
し
て
、
斯
う
い
ふ
處
に
よ
く
石
器
が
あ

る
も
の
だ
と
一
寸
黒
い
石
を
拾
つ
た
ら
、
其
れ
が
實
に
正
眞
正
銘
の
石
鏃
で
あ

つ
た
の
は
嘘
の
樣
な
話
で
あ
る
。
此
の
日
は
此
の
奇
蹟
に
魅
せ
ら
れ
て
、
到
る

處
蚤
取
眼
で
石
鏃
を
探
し
あ
る
く
と
、
欽
明
天
皇
の
御
陵
前
吉
備
皇
女
の
御
墓

の
前
の
畠
で
も
一
本
、
な
ほ
雷
村
へ
行
く
途
中
の
畠
で
も
一
本
と
、
石
器
發
見

の
地
名
表
に
三
四
の
新
地
名
を
加
へ
る
こ
と
が
出
來
た
。
攝
津
高
槻
の
大
學
農

場
へ
東
伏
見
伯
と
一
緒
に
行
つ
た
時
、
此
の
邊
か
ら
石
器
が
出
ま
す
と
一
寸
足

許
を
搖
が
す
と
、
頗
る
上
等
な
の
が
一
本
轉
が
つ
て
ゐ
た
の
も
意
外
で
あ
つ
た
。

前
に
述
べ
た
各
地
の
外
、
今
一
つ
違
つ
た
處
で
拾
つ
た
石
鏃
は
、
亡
く
な
ら
れ

た
坂
口
先
生
や
榊
原
君
と
長
崎
縣
の
島
原
の
吉
利
支
丹
の
遺
跡
を
歩
い
て
ゐ
る

時
、
島
原
城
址
の
中
で
黒
曜
石
製
を
一
本
。
西
洋
で
は
七
八
年
前
北
米
合
衆
國

ニ
ウ
・
メ
キ
シ
コ
州
の
ペ
コ
ス
の
遺
跡
を
、
キ
ツ
ダ
ー
氏
に
案
内
せ
ら
れ
た
時

に
一
本
、
そ
れ
位
で
あ
ら
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五

　
石
鏃
が
人
類
の
利
器
と
し
て
出
現
し
た
こ
と
、
即
ち
弓
箭
と
云
ふ
飛
道
具
が
、

投
槍
か
ら
進
歩
し
て
發
明
せ
ら
れ
た
こ
と
は
、
丁
度
鐵
砲
が
其
の
次
に
發
明
せ

ら
れ
て
戰
爭
の
上
に
も
狩
獵
の
上
に
も
、
一
大
轉
機
を
與
へ
た
樣
に
、
人
類
の

歴
史
の
上
に
は
土
器
の
發
明
に
次
ぐ
文
明
史
上
の
大
發
明
で
あ
つ
た
に
違
ひ
な

く
、
舊
石
器
時
代
に
は
未
だ
石
鏃
は
な
く
、
新
石
器
時
代
に
な
つ
て
始
め
て
是

が
現
は
れ
る
の
で
あ
る
。
而
か
も
金
屬
器
の
時
代
に
入
つ
て
も
、
始
め
の
う
ち

は
な
ほ
使
用
せ
ら
れ
て
居
つ
た
こ
と
は
、
希
臘
ミ
ケ
ー
ネ
の
墓
か
ら
出
て
ゐ
る

の
で
も
分
か
る
。
此
の
小
形
の
石
器
は
な
か
〳
〵
製
作
に
技
巧
を
要
す
る
の
で
、

容
易
に
僞
物
は
出
來
な
い
。
私
自
身
も
子
供
の
頃
よ
く
眞
似
て
見
た
が
、
直
ぐ

に
割
れ
て
し
ま
つ
て
到
底
作
ら
れ
な
か
つ
た
。
ホ
ー
ム
ス
氏
な
ど
が
、
米
國
土

人
の
間
に
殘
つ
て
ゐ
た
製
作
を
調
べ
て
、
こ
れ
は
黒
曜
石
な
ど
を
火
に
く
べ
て

脆
く
し
た
の
を
、
骨
器
で
壓
し
つ
け
て
へ
ぐ
の
で
あ
る
と
云
ふ
。
か
の
有
名
な

僞
石
器
製
作
家
フ
リ
ン
ト
・
ヂ
ヤ
ッ
ク
は
一
本
の
鐵
の
細
い
棒
で
か
な
り
な
所
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ま
で
や
つ
て
ゐ
る
が
、
未
だ
厚
手
の
も
の
し
か
出
來
な
か
つ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六

　
石
鏃
の
形
式
分
類
は
、
日
本
で
も
や
つ
た
人
が
あ
り
、
西
洋
に
も
あ
る
が
、

オ
チ
ス
・
メ
ー
ソ
ン
氏
の
本
に
出
て
ゐ
る
の
は
全
く
器
械
的
で
あ
り
、
エ
ヴ
ア

ン
ス
氏
や
、
デ
シ
ユ
ン
ト
氏
の
方
が
よ
い
樣
に
思
ふ
。
要
す
る
に
、
三
角
形
と

柳
葉
形
と
が
基
本
形
で
、
そ
れ
か
ら
雁
股
形
や
有
柄
状
な
ど
の
も
の
が
出
て
來

る
の
で
あ
ら
う
。
此
の
形
の
相
違
に
由
つ
て
、
簡
單
に
民
族
や
文
化
階
段
な
ど

を
分
つ
人
も
あ
る
が
、
そ
れ
は
賛
成
し
か
ね
る
。
寧
ろ
各
工
人
各
工
場
な
ど
の

癖
に
本
づ
く
の
で
あ
ら
う
と
思
は
れ
る
。
エ
ー
ブ
リ
ー
卿
は
北
米
其
他
の
野
蠻

人
の
實
例
か
ら
、
狩
獵
用
に
は
、
※
と
鏃
と
を
一
緒
に
拔
き
取
り
易
い
無
髭
形
、

戰
爭
用
に
は
拔
取
難
い
有
髭
形
の
も
の
を
用
ゐ
る
と
云
つ
て
ゐ
る
の
は
、
多
少

理
窟
が
あ
る
樣
に
見
え
る
。
ま
た
石
鏃
は
何
處
の
國
で
も
打
製
が
多
く
、
就
中

朝
鮮
に
は
非
常
に
精
巧
な
も
の
が
あ
る
。
私
も
先
年
慶
州
の
川
北
面
の
丘
陵
上

で
、
清
野
君
や
赤
星
青
年
な
ど
ゝ
一
緒
に
、
之
を
拾
つ
た
こ
と
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七

　
石
鏃
の
思
出
で
も
、
い
つ
の
間
に
や
ら
少
し
理
窟
に
這
入
つ
て
來
さ
う
で
あ

る
か
ら
、
こ
れ
で
止
め
る
こ
と
に
し
よ
う
が
、
と
に
か
く
四
五
十
年
も
昔
集
め

た
矢
の
根
石
が
、
今
日
の
私
の
石
器
時
代
研
究
に
絲
を
ひ
い
て
ゐ
る
の
で
あ
る

が
、
あ
の
時
の
水
晶
も
今
な
ほ
強
い
執
着
を
殘
し
て
、
近
頃
で
も
、
朝
鮮
旅
行

中
、
慶
州
の
南
山
で
は
水
晶
採
集
に
出
か
け
、
金
剛
山
で
は
遂
に
大
き
な
兩
劍

結
晶
の
も
の
を
擔
い
で
歸
つ
た
り
し
た
こ
と
で
あ
る
。
然
る
に
數
年
前
の
正
月

清
野
君
の
家
で
、
赤
星
青
年
と
二
人
ジ
ヤ
ン
ケ
ン
を
以
て
石
鏃
を
分
配
し
、
私

も
二
本
ば
か
り
を
勝
ち
得
た
の
で
、
自
分
の
家
に
歸
つ
て
か
ら
子
供
等
に
、
ジ

ヤ
ン
ケ
ン
で
頒
け
て
や
ら
う
と
云
つ
て
も
、
一
向
欲
し
が
ら
ぬ
の
に
は
拍
子
拔

け
が
し
た
と
同
時
に
、
私
の
家
に
私
同
樣
の
考
古
癖
者
が
居
な
い
の
に
安
心
し

た
こ
と
で
あ
る
。
　
　
私
に
も
何
か
石
器
時
代
論
を
書
け
と
の
命
令
で
あ
る
が
、

そ
れ
は
近
頃
あ
ち
こ
ち
へ
書
い
た
こ
と
も
あ
る
の
で
、
若
い
人
々
に
讓
つ
て
、

私
は
た
ゞ
わ
け
も
な
い
此
の
石
鏃
の
思
出
話
を
綴
つ
て
、
御
茶
を
濁
す
こ
と
に

し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ド
ル
メ
ン
四
ノ
六
、
昭
和
一
〇
、
六
）
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）
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入
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木
厚
司
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正
：
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田
裕
志

2004
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日
作
成

2012
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日
修
正

青
空
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庫
作
成
フ
ァ
イ
ル
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こ
の
フ
ァ
イ
ル
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
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書
館
、
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空
文
庫
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w
w

.
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）
で
作
ら
れ
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入
力
、
校
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作
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た
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ン
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ア
の
皆
さ
ん
で
す
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